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日
本
国
憲
法
第
七
条
に
よ
る
衆
議
院
解
散
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
四
八
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
解
散
は
、
野
党
提
出
の
内
閣
不
信
任
案
の
可
決
を
ま
っ
て
解
散
が
行
わ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る

「
な
れ
あ
い
解
散
」
）
。
そ
の
際
の
解
散
詔
書
は
「
衆
議
院
に
於
て
内
閣
不
信
任
案
を
可
決
し
た
。
因
っ
て
日
本
国
憲
法
第
六

十
九
条
及
び
第
七
条
に
よ
り
、
衆
議
院
を
解
散
す
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
第
二
回
解
散
は
、
現
行
同
様
、
不
信
任
案
の
可
決
を

ま
た
ず
第
七
条
の
み
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
以
降
、
第
六
十
九
条
に
よ
る
解
散
も
含
め
、
解
散
詔
書
は
「
日
本
国
憲
法
第
七
条
に

よ
り
、
衆
議
院
を
解
散
す
る
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

第
一
回
解
散
に
お
い
て
は
、
「
第
六
十
九
条
及
び
第
七
条
」
を
根
拠
と
し
て
の
み
解
散
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
解
釈

に
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
第
二
回
解
散
で
は
、
「
第
七
条
」
の
み
を
根
拠
と
し
て
解
散
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
解
釈
変

更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

二

政
府
は
、
現
在
、
憲
法
第
七
条
に
つ
い
て
、
実
質
的
決
定
権
を
含
む
場
合
も
あ
る
と
の
立
場
に
立
ち
、
憲
法
第
七
条
第
三

号
の
衆
議
院
の
解
散
と
い
う
国
事
行
為
に
対
す
る
内
閣
の
「
助
言
と
承
認
」
を
根
拠
と
し
て
、
内
閣
の
自
由
な
解
散
決
定
権

が
認
め
ら
れ
る
と
の
見
解
に
立
っ
て
い
る
と
の
理
解
で
良
い
か
。

一



三

こ
の
内
閣
の
解
散
決
定
権
に
つ
い
て
は
、
一
切
制
約
は
受
け
な
い
の
か
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
も
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う

な
状
況
、
例
え
ば
未
曾
有
の
大
災
害
の
よ
う
な
状
況
、
に
お
い
て
も
、
内
閣
の
判
断
で
解
散
可
能
な
の
か
。

四

解
散
権
が
制
約
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

五

「
第
七
条
に
よ
り
内
閣
に
自
由
な
解
散
権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
解
散
は
国
民
に
対
し
て
内
閣
が
信
を
問
う
制
度
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
理
由
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
学
説
が
あ
る
（
芦
部
信
喜
「
憲
法
」
）

が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


